
日
本
平
和
大
会 

１１
月
２０
日
（
土
）
日
本
平
和
大
会

オ
ン
ラ
イ
ン
（
「
な
く
そ
う
！
日
米
軍

事
同
盟
・
米
軍
基
地
」
）
が
開
催
さ
れ

全
国
約
３
０
０
カ
所
で
約
２
０
０
０

人
が
視
聴
参
加
し
ま
し
た
。 

午
前
中
の
全
体
集
会―

全
労
連
の

小
畑
雅
子
議
長
の
開
会
挨
拶
の
あ
と
、

千
坂
純
日
本
平
和
委
員
会
事
務
局
長

の
主
催
報
告
、
小
池
晃
日
本
共
産
党

書
記
局
長
と
市
民
連
合
の
山
口
二
郎

法
政
大
学
教
授
の
連
帯
挨
拶
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
な
ど
３
名
の
海
外
代
表
の
連

帯
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
沖
縄
か
ら

は
岸
本
洋
平
名
護
市
長
候
補
が
決
意

表
明
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

午
後
の
特
別
集
会―

「
軍
事
同
盟

も
基
地
も
な
い
ア
ジ
ア
は
可
能
か
？
」

「
大
軍
拡
・
基
地
強
化
・
日
米
一
体
化

の
現
状
と
た
た
か
い
」
の
２
つ
の
テ

ー
マ
に
分
か
れ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

大
阪
で
は
事
務
局
が
用
意
し
た
主

会
場
を
は
じ
め
２０
カ
所
で
計
８０
名

が
参
加
ま
し
た
。
主
会
場
で
は
、
沖
縄

連
帯
カ
ン
パ
３
万
４
千
円
と
長
崎
県

の
保
険
医
協
会
か
ら
要
請
の
あ
っ
た

「
被
爆
体
験
者
へ
の
被
爆
者
健
康
手

帳
交
付
を
求
め
る
署
名
」
２５
筆
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

         

  

大
阪
平
和
委
員
会
は

１２
月
１
日

(

水)

コ
ロ
ナ
対
策
も
と
り
な
が
ら
第

４
回
常
任
理
事
会
を
１８
人
の
出
席
で

開
催
し
ま
し
た
。 

西
会
長
が
冒
頭
に
挨
拶
、
デ
ニ
ー

知
事
は
防
衛
省
・
沖
縄
防
衛
局
が
４

月
に
申
請
し
た
辺
野
古
新
基
地
建
設

計
画
の
設
計
変
更
の
申
請
に
つ
い
て

不
許
可
と
し
た
意
義
に
つ
い
て
詳
し

く
説
明
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
上
羽
事
務
局
長
が
議
案

を
提
案
。
そ
の
中
で
「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

堺
、
吹
田
、
旭
区
が
リ
ア
ル
総
会
を
成

功
さ
せ
、
吹
田
は
上
羽
事
務
局
長
を

招
き
『
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
下
で
の
平

和
運
動
は
何
が
求
め
ら
れ
る
か
』
、
旭

区
は
植
田
大
阪
安
保
代
表
幹
事
を
招

い
て
『
い
ま
沖
縄
は
』
と
題
す
る
報
告

を
聞
き
、
堺
は
映
画
『
沖
縄
』
を
上
映

し
た
。
ま
た
、
天
王
寺
は
日
本
平
和
大

会
パ
ン
フ
の
学
習
会
を
持
ち
、
岸
田

政
権
に
よ
る
『
戦
争
す
る
国
』
づ
く
り

の
危
険
性
に
つ
い
て
学
ん
だ
」
と
１１

月
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。 

こ
の
会
議
後
、
各
出
席
者
は
「
辺
野

古
新
基
地
建
設
を
中
止
し
、
沖
縄
県

と
話
し
合
う
こ
と
を
求
め
ま
す
」
と

の
要
請
文
に
署
名
し
岸
田
首
相
あ
て

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
付
し
ま
し
た
。 

         

  

吹
田
平
和
委
員
会
が
学
習
会
・
総

会
を
１１
月
２１
日(

日)

午
前
１０
時
か

ら
正
午
過
ぎ
ま
で
民
主
商
工
会
の
事

務
所
を
借
り
て
８
名
の
出
席
で
開
か

れ
ま
し
た
。 

最
初
の
学
習
会
で
は
上
羽
事
務
局

長
が
「
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
下

で
の
平
和
運
動
は
何
が
も
と
め
ら
れ

る
か
」
を
テ
ー
マ
に
６
頁
の
レ
ジ
ュ

メ
を
用
い
て
報
告
。 

 

上
羽
事
務
局
長
は
、「
自
公
政
権
は

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
な
か
国
民

の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
は

ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
、
両
岸(

中
国
と

台
湾)

問
題
を
め
ぐ
り
米
国
と
一
緒

に
戦
争
す
る
日
米
軍
事
一
体
化
と

『
敵
基
地
攻
撃
』
軍
拡
の
危
険
な
道

を
進
ん
で
い
る
。
こ
の
道
を
止
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強
調
し
ま
し

た
。 

 

こ
の
後
の
総
会
で
は
、
山
本
樹
吹

田
平
和
委
員
会
事
務
局
長
が
２
回
の

戦
跡
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
自
衛
隊

へ
の
個
人
情
報
提
供
の
中
止
を
求
め

る
要
請
な
ど
の
活
動
報
告
を
し
た
あ

と
、
新
年
度
活
動
方
針
と
役
員
案
を

提
案
し
総
会
議
事
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

         

旭
区
リ
ア
ル
総
会 

１１
月
２８
日(

日)

、
旭
区
平
和
の
会

第
２０
回
総
会
が
旭
区
民
セ
ン
タ
ー
集

会
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

安
保
破
棄
大
阪
実
行
委
員
会
代
表

幹
事
の
植
田
保
二
さ
ん
か
ら
「
沖
縄

は
い
ま
」
と
題
す
る
記
念
講
演
を
聞

き
、
来
年
は
本
土
復
帰
か
ら
５０
年
を

迎
え
る
沖
縄
、
デ
ニ
ー
知
事
に
よ
る

辺
野
古
新
基
地
設
計
変
更
の
不
承
認

決
定
を
支
持
す
る
取
り
組
み
、
年
明

け
の
名
護
市
長
選
と
秋
の
知
事
選
挙

の
勝
利
の
意
義
な
ど
沖
縄
を
め
ぐ
る

情
勢
と
闘
い
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。 

 

総
会
で
は
芦
田
会
長
か
ら
提
案
さ

れ
た
「
憲
法
９
条
改
悪
の
息
の
根
を

止
め
る
」
を
は
じ
め
、「
沖
縄
米
軍

新
基
地
建
設
の
中
止
を
求
め
る
」
な

ど
４
項
目
の
活
動
方
針
が
決
ま
り
ま

し
た
。 

   

 

大
阪
平
和
委
員
会
は
、
１２
月
１５
日

(

水)

正
午
か
ら
１
時
間
に
わ
た
り
近

鉄
上
本
町
駅
前
で
沖
縄
連
帯
行
動
を

２１
人
の
参
加
で
実
施
し
、「
普
天
間
基

地
の
即
時
閉
鎖
・
返
還
と
辺
野
古
新
基

地
建
設
の
中
止
を
求
め
る
」
署
名
が
３２

筆
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

最
初
に
上
羽
事
務
局
長
が
マ
イ
ク

を
通
し
て
「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
市
民
の

い
の
ち
と
暮
ら
し
が
た
い
へ
ん
な
と

き
に
、
岸
田
政
権
は
防
衛
費
を
倍
増

化
し
米
国
と
一
緒
に
『
戦
争
す
る
国

づ
く
り
』
を
す
す
め
よ
う
と
し
て
い

る
」
、
次
に
大
阪
ち
ば
り
ょ
う
合
唱
団

(
う
た
ご
え
協
議
会)

の
立
川
さ
ん
が 

 

「
岸
田
政
権
は
２
・
５
兆
円
も
か
け

て
美
し
い
辺
野
古
の
海
に
米
軍
新
基

地
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
。
来
年

１
月
の
名
護
市
長
選
で
の
岸
本
洋
平

予
定
候
補
の
勝
利
で
新
基
地
建
設
に

待
っ
た
を
か
け
よ
う
」
、
次
い
で
平
和

遺
族
会
の
大
島
会
長
が
「
岸
田
政
権

は
沖
縄
南
部
の
戦
没
者
の
遺
骨
が
混

じ
る
土
砂
を
辺
野
古
米
軍
新
基
地
の
建

設
に
使
お
う
と
し
て
い
る
。
こ
ん
な
非

人
道
的
な
こ
と
は
戦
没
者
の
遺
族
と

し
て
絶
対
に
許
せ
な
い
。
や
め
て
ほ
し

い
」
と
怒
り
を
込
め
て
訴
え
ま
し
た
。 

こ
の
行
動
の
中
で
は
小
学
校
４
年 

生
が
ふ
た
り
通
り
が
か
り
「
沖
縄
に

住
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
言
い

な
が
ら
署
名
に
応
じ
て
く
れ
る
と
い

う
う
れ
し
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
、
行

動
参
加
者
を
大
い
に
励
ま
し
て
く
れ
ま

し
た
。 

  

          

日
本
平
和
大
会 

  

１２
月
理
事
会
開
催 

元
気
に
沖
縄
連
帯
行
動 
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【大阪版編集部より】 

今年１年間のご購読ありがとう

ございました。 

 ウンベルト・エーコは『永遠の

ファシズム』(岩波現代文庫)の中

で「戦争、それは浪費である」と

述べています。コロナ禍の中「無

駄な軍事費を削って市民のいのち

と暮らしを守れ」と呼びかける大

阪版を来年もよろしく… 

 

１部 160 円 月額４７０円(郵送料込月額１２０円) 



   

日
本
平
和
委
員
会
「
地
域
活
動
交 

流
会
」
が
１２
月
１１
日(

土)

オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
か
れ
、
全
国
８０
カ
所
以
上

で
視
聴
さ
れ
ま
し
た
。 

岐
阜
県
関
市
、
滋
賀
県
日
野
町
の 

報
告
に
続
い
て
東
住
吉
が
東
住
吉
住

宅
の
会
場
か
ら
発
言
。
黒
田
事
務
局

長
が
「
東
住
吉
区
に
平
和
委
員
会
が

出
来
て
よ
か
っ
た
」
を
テ
ー
マ
に
、
模

擬
原
爆
追
悼
式
、
区
政
に
対
す
る
「
平

和
展
」
開
催
要
請
、
会
員
拡
大
の
経
験
、

宣
伝
・
学
習
等
に
つ
い
て
１５
分
間
に

わ
た
り
発
言
を
し
ま
し
た
。 

質
疑
が
あ
り
東
住
吉
平
和
委
員
会

に
は
、
◇
模
擬
原
爆
の
こ
と
く
わ
し

く
教
え
て
ほ
し
い
。
◇
女
性
役
員
が

多
い
の
は
な
ぜ
か
。
◇
会
議
で
情
勢
・

政
治
論
議
を
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

◇
様
々
な
人
が
入
会
し
て
い
る
が

「
名
前
」
な
ど
公
表
し
て
い
る
の
か

◇
「
犬
友
」
の
会
員
拡
大
の
経
験
も
話

し
て
欲
し
い
等
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。 

 

【
東
住
吉
平
和
委
員
会
役
員
ニ
ュ

ー
ス
１２
月
１３
日
付
け
№
５７
】
よ
り 

           

 

   

橋
口
大
阪
原
水
協
事
務
局
長
と
上

羽
事
務
局
長
は
１２
月
７
日
（
火)

午
後

吉
田
事
務
局
員
の
車
に
乗
せ
て
も
ら

い
、
「
毎
月
上
六
で
の
６
・
９
行
動
へ

の
参
加
と
弁
士
派
遣
の
お
願
い
」
と

題
す
る
要
請
文
を
も
っ
て
大
阪
民
主

青
年
同
盟
、
大
阪
市
高
教
、
府
高
教
、

大
阪
法
律
事
務
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

４
団
体
と
も
、
前
向
き
に
検
討
す
る

と
の
回
答
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

   

大
阪
原
水
協
は
、
１２
月
６
日(

木)
正
午
よ
り
１
時
間
に
わ
た
り
近
鉄
上

本
町
駅
前
で
１８
人
の
参
加
で
本
年
最

後
の
６
・
９
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。 

橋
口
大
阪
原
水
協
事
務
局
長
、
菱

沼
大
教
組
副
委
員
長
、
上
羽
大
阪
平

和
委
員
会
事
務
局
長
の
３
人
が
マ
イ

ク
を
通
し
て
核
兵
器
禁
止
条
約
を
め

ぐ
る
情
勢
を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
日

本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批

准
・
署
名
を
求
め
る
」
署
名
へ
の
協
力

を
訴
え
ま
し
た
。 

 

４０
筆
の
署
名
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

          

   

大
阪
憲
法
会
議
・
共
同
セ
ン
タ
ー

主
催
の
「
９
の
日
」
宣
伝
行
動
が
１２

月
９
日
（
木
）
午
後
５
時
か
ら
６
時
ま

で
淀
屋
橋
で
１６
人
の
参
加
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。 

行
動
参
加
者
は
「
い
ま
、
や
る
こ

と
。
そ
れ
は
政
治
を
変
え
る
こ
と
。

い
ま
、
や
る
こ
と
？
不
要
不
急
の
憲

法
『
改
正
』」
と
訴
え
る
Ａ
３
四
つ

折
り
の
カ
ラ
ー
の
チ
ラ
シ
に
大
阪
憲

法
会
議
が
用
意
し
た
ビ
ラ
を
は
さ
ん

で
配
る
一
方
、
６
人
の
弁
士
が
次
々

に
マ
イ
ク
を
持
ち
訴
え
ま
し
た
。 

上
羽
事
務
局
長
は
最
後
の
弁
士
と

し
て
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
岸
田

政
権
は
軍
事
費
に
大
盤
振
る
舞
い
を

し
て
い
る
。
平
和
憲
法
を
尊
重
し
Ｇ

Ｄ
Ｐ
２
％
を
超
え
る
軍
事
費
を
削
っ

て
、
国
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守

る
た
め
に
使
う
べ
き
だ
」
と
訴
え
ま

し
た
。 

臨
時
国
会
が
始
ま
っ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
実
施
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か

チ
ラ
シ
を
受
け
取
る
人
が
い
つ
も
よ

り
多
い
宣
伝
行
動
で
し
た
。 

            

   

１２
月
１
日
か
ら
１３
日
ま
で
米
軍
と

陸
上
自
衛
隊
に
よ
る
共
同
演
習
が
、

兵
庫
県
の
陸
上
自
衛
隊
の
伊
丹
駐
屯

地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

日
米
共
同
演
習
「
ヤ
マ
サ
ク
ラ

８１
」
は
伊
丹
駐
屯
地
に
設
置
さ
れ
た

指
揮
所
を
中
心
に
、
陸
上
自
衛
隊
と

米
陸
軍
や
海
兵
隊
な
ど
が
参
加
し
ま

し
た
。
陸
上
自
衛
隊
と
世
界
の
米
軍

基
地
を
結
ぶ
共
同
演
習
と
し
て
は
最

大
規
模
の
も
の
で
す
。
演
習
は
、
日

本
の
国
土
が
攻
撃
さ
れ
た
事
態
を
想

定
し
た
シ
ス
テ
ム
上
で
の
図
上
演
習

を
中
心
に
、
従
来
の
地
上
で
の
作
戦

に
加
え
、
宇
宙
、
サ
イ
バ
ー
、
電
磁

波
な
ど
の
演
習
も
実
施
さ
れ
ま
し

た
。 

   

１２
月
１１
日(

土)

午
後
２
時
か
ら

伊
丹
市
三
軒
寺
前
広
場
で
「
日
米
共

同
方
面
隊
指
揮
所
演
習(

ヤ
マ
サ
ク

ラ
８１)

に
抗
議
す
る
大
集
会
が
２
５

０
人
（
大
阪
平
和
委
員
会
か
ら
上
羽

事
務
局
長
含
め
４
人
）
の
参
加
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

          

守
山
禎
三
大
阪
安
保
事
務
局
長
が

挨
拶
し
た
後
、
石
川
康
宏(

日
本
平

和
委
員
会
代
表
理
事)

が
、
憲
法
違

反
の
安
保
法
制(

戦
争
法)

の
も
と
、

自
公
政
権
に
よ
る
改
憲
と
日
米
軍
事

一
体
化
の
動
き
が
急
速
に
進
む
な

か
、
台
中
問
題
に
か
ら
み
米
国
の
戦

争
に
自
衛
隊
が
参
加
・
加
担
す
る
危

険
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
ま
し
た
。
集
会
後
伊
丹
駅
前
で

宣
伝
行
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 
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６
・
９
行
動
参
加
を
要
請 

「９
の
日
」宣
伝
行
動

ス
ト
ッ
プ
ヤ
マ
サ
ク

ラ
地
域
活
動
交
流
会

都
島
平
和
学
習
会
地

域
活
動
交
流
会
吹
田

総
会
・学
習
会
１２
月

理
事
会
開
催 

地
域
活
動
交
流
会
で
報
告 

年
内
最
後
の
６
・
９
行
動

参
加
要
請 

 

 

ヤ
マ
サ
ク
ラ
８１
反
対
集
会 

ヤ
マ
サ
ク
ラ
８１
と
は
？ 

 

【沖縄連帯カンパのお願い】 
 
名護市長選が来年１月２３日投

開票で行われます。「オール沖縄」
の岸本洋平予定候補(名護市議)が
勝利に向けて全力で奮闘していま
す。 
大阪平和委員会からも岸本予定

候補の必勝のため支援者を現地に
派遣する予定です。 
そのために会員・読者の皆さん

にカンパをお寄せいただくように
お願いします。 

【1 月の行事予定】 

４日(火) NPT再検討会議開始(4週間開催) 
６日(木) ６・９行動 12：00 近鉄上本町駅前 
11日(火) 「９の日」宣伝 12：00 南森町 12：00 
12日(水) 大阪平和委員会常任理事会 18：00 
14日(金) 沖縄連帯行動 12：00 近鉄上本町駅前 
16日(日) 名護市長選告示 

22日(土) 核兵器禁止条約発効 1周年宣伝 12：00 

     JR天王寺駅東口 

26日(水) 大阪平和委員会組織委員会 18：30 

30日(日) 関西原水協学校オンライン 10：00 

 

 

 


